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	 阪大レーザー研では高速点核融合の研究

が進められている。高速点核融合において

レーザーから爆縮コアへのエネルギー輸送

媒体となる高速電子について調べることが

重要となる。従来から高速電子は電子スペ

クトロメーターにより直接計測してきまし

たが、ターゲット内部での高速電子の情報

を得ることができずターゲット外部へ飛び

出したポテンシャル等の影響を受けた高速

電子の情報しか得ることができない。そこ

で、高速点火において高速電子によりター

ゲット内部で発生するX線、つまり、Kα線
や制動放射X線スペクトルに注目し、それら
の高エネルギーX線に感度のある計測器の
開発を進めている。これらを計測すること

でレーザーから高速電子へのエネルギー伝

達効率、高速電子の温度分布、角度分布と

いったものが測定できることが期待される。 
	 今回は計測器として吸収膜法を用いた制

動放射X線用分光器（HEXS）の開発を進め
ている。この計測器はAl~Pbの金属フィル
ターとイメージングプレートを図１のよう

にスタック上に並べた構造になっており、

光源方向前方のイメージングプレートに比

べ、より後方のイメージングプレートほど

高エネルギーのX線に対して感度がある。こ
れにより各イメージングプレートの信号量

とモンテカルロシミュレーションである

Geant4コードを用いて制動放射X線のスペ
クトルを導くことができる。さらにレーザ

ー照射により発生する高速電子の発散角や

温度をパラメータとしてGeant4コードでシ
ミュレートすることでターゲット領域にお

ける高速電子のスペクトルを見積もること

が可能となる。  
	 基礎実験としてはじめに放射性同位体で

あるCo-60、Am-243を用い、得られた信号を
Geant4コードでシミュレーションできるか
確認した。さらに、単色電子ビームを金属

ターゲットに照射し発生する制動放射X線
を観測し、各イメージングプレートでの信

号量をシミュレーションと比較すると良い

一致が見られた。講演では超高強度レーザ

ーであるLFEXを用いたHEXSの実験結果に
ついて述べる。  
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図	 １	 制動放射 X 線分光器（HEXS）	 


